
認
二
一
二
一
・
・
陰
・
一
・
自
ら
吟
・

㎡
寺
』
。

‐
‐
唖
和
・
草
‐

ｆ
《
写
到
年

』
・
ず
４
◆
，
●
７
拍
ｒ
今
ザ

w
徹
｡

戦
争
ご

后
Ｊ
為
急
豊
陰
…

次
の
写

毎
年
》

鞠
＃

鴬ツ
晶蕊

真
は
加
賀
舞
子
砂
丘
で
の
一
戦
争
ご
っ
こ
」
の
写
真
で
あ
る
《
》
一

五
月
二
十
七
日
の
「
日
本
海
海
戦
勝
利
の
日
」
・
漬
小
学
校
の
三
年
生
以
た
。

っ
こ
と
私
た
ち

､弓,｡‘..T

l少貞繰?.､士

蕊;f

魂
窪ぐきW

騒
ぎ『言

識
;罫: 壁蕊

霞
齢

》
諺
剥
蚕

降
》
一

卓

P.,!

．
一
、
『
繁

一
↑
》
ご
獅
迩

寵
Ｆ
魁

津
軽
霞

上
の
生
徒
は
：
砂
丘
を

詞
旬
し
て
、
戦
争
の
真

似
を
す
る
こ
と
に
決
め

ら
れ
て
い
た
。

紅
白
に
分
か
れ
て
遭

遇
戦
を
す
る
の
で
あ

る
。
先
生
方
は
、
指
揮
官

で
、
サ
ア
ベ
ル
を
下
げ
て

格
好
が
良
か
っ
た
。

こ
の
写
真
の
指
揮
官

は
》
、
向
先
生
で
は
な
か

ろ
う
か
。

紅
白
の
戦
争
の
判
定

が
出
る
と
、
軍
歌
を
高

唱
し
て
兵
舎
（
校
舎
）

に
帰
る
の
で
あ
っ
た
。

一
蝋
忠
魂
碑
」
と
大
書
し
、
向
か
っ
て
左
下
に
一
希
典
書
」
と
刻
ん
で
あ
る
壷

学
校
へ
の
登
校
・
下
校
時
に
必
ず
、
脱
帽
し
て
最
敬
礼
を
す
る
よ
う
に
教
え
ら
れ

て
い
た
。

ど
う
言
う
経
緯
か
ら
、
乃
木
大
将
の
揮
皇
を
得
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
堂
々

た
る
碑
で
あ
っ
た
。

敗
戦
の
日
に
、
逸
早
く
加
賀
舞
子
の
砂
丘
に
埋
め
た
と
も
、
言
わ
れ
た
が
、
現
在

は
、
町
の
戦
没
者
の
碑
と
し
て
、
盆
に
町
民
挙
げ
て
の
法
要
が
続
い
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
碑
は
、
現
在
の
湊
小
学
校
に
向
か
っ
て
右
側
に
建
て
ら
れ
て
鵬
ｖ

乃
木
大
将
の
忠
魂
碑
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